
 

は
し
づ
め
法
一
議
員
団

長
は
13･

16
の
２
日
間
、

高
橋
み
き
こ
さ
ん
と
と
も

に
、
市
内
各
地
で
街
頭
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。 

 

は
し
づ
め
議
員
と
高
橋

み
き
こ
さ
ん
は
、
衆
議
院

の
解
散
、
総
選
挙
の
可
能

性
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と

を
と
ら
え
、
「
消
費
税
、

原
発
、
農
業
、
防
衛
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
矛
盾
が

深
ま
り
、
安
倍
内
閣
が
国

民
の
世
論
や
運
動
に
追
い

詰
め
ら
れ
た
結
果
だ
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認

の
「
閣
議
決
定
」
の
具
体
化
、
消
費
税

の
10
％
へ
の
大
増
税
、
雇
用
と
社
会
保

障
の
大
改
悪
、
原
発
再
稼
働
、
沖
縄
新

基
地
建
設
な
ど
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、

「
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
安
倍
内
閣
は
暴

走
の
途
上
に
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
暴
走

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

が
や
っ
て
き
た
」
「
安
倍
暴
走
政
治
に

正
面
か
ら
対
決
し
、
国
民
的
対
案
を
示

し
、
国
民
と
の
共
同
を
広
げ
て
き
た
日

本
共
産
党
の
躍
進
で
、
暴
走
政
治
ス

ト
ッ
プ
と
政
治
の
転
換
を
」
と
訴
え
ま

し
た
。 

 

糸
魚
川
、
妙
高
、
上
越
の
３
市
議
会
合
同

研
修
会
が
14
日
、
糸
魚
川
駅
の
す
ぐ
そ
ば
の

「
ヒ
ス
イ
王
国
館
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

第
一
部
は
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
の
島
津

社
長
の
講
演
。
同
社
の
経
営
計
画
や
開
業
準

備
状
況
な
ど
を
お
聴
き
し
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
上
越
の
観
光
に
ふ
れ
、
二
本
木
の
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
や
筒
石
の
地
下
駅
な
ど
の
鉄

道
そ
の
も
の
も
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
だ
と
述

べ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
ど
ん
な
ピ
ー
ア
ー

ル
を
し
て
い
く
の
か
注
目
で
す
。 

 

講
演
後
の
質
疑
で
は
、
開
業
を
４
カ
月
後

に
控
え
、
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
い
く
つ

か
質
問
や
要
望
な
ど
の
形
で
出
ま
し
た
。
ひ

と
つ
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
資
産
譲
渡
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
で
す
。
島
津
社
長
は
、
「
不
要
な

資
産
は
い
た
だ

か

な

い
。
現

在
、
県
を
通
じ

て
リ
ス
ト
を
も

ら
い
、
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
段

階
だ
」
と
答
え

ま

し

た
。
ま

た
、
同
社
の
２

つ
の
路
線
は
通

学
利
用
が
多
い

こ

と

か

ら
、

「
朝
の
通
学
で

は
直
江
津
駅
で

乗
り
換
え
な
し

の
、
糸
魚
川
か
ら

新
井
ま
で
の
直
通

運
行
を
」
と
の
要

望
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ

れ

に

は

「
開
業
年
度
は
運

行
本
数
を
増
や
す

こ
と
に
力
点
を
置

き
た
い
」
と
の
答

弁

が

あ

り

ま

し

た
。
他
に
は
、
新

潟
へ
の
特
急
列
車
が
１
本
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
を
あ
げ
て
、
「
糸
魚
川
は
負
担
に
見
合
っ

た
利
益
を
享
受
で
き
て
い
な
い
。
ト
キ
鉄
と

し
て
利
便
性
を
上
げ
る
努
力
を
」
と
の
訴
え

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
二
部
は
新
し
く
な
っ
た
糸
魚
川
駅
の
視

察
で
す
。
自
由
通
路
、
在
来
線
の
改
札
口
、

電
光
表
示
板
な
ど
を
見
て
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ

の
東
と
西
で
は
、
電
光
表
示
板
な
ど
の
イ

メ
ー
ジ
が
違
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
話
題

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
寒

か
っ
た
で
す
。 
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連絡先      

 橋爪 法一 090-5392-1961 (吉川区代石) 
 上野 公悦 090-7260-9407 (頸城区中柳町) 
 平良木哲也 090-1808-6919 (上中田) 

12月7日に予定しておりました 

は、都合により延期します。 
 開催日時が決まり次第、あらためて

お知らせします。どうかご承知くださ

いますようお願いいたします。 

 10･11の両日、市議会主催の議会報告会・意見

交換会が市内４会場で行われ、安塚区と吉川区で

は、平良木議員が文教経済常任委員会の説明者と

して参加したほか、吉川区には橋爪議員が記録担

当として参加しました。 

 このうち、安塚会場には、同区の市民を中心に

２２人がつどいました。冒頭の各議員からの９月

議会の報告の後、厚生産業会館の基本設計や、総

合事務所の職員数などについての質問や意見が出

されました。 

 (仮称)厚生産業会館に関することでは、「ワー

クショップの人数や参加した団体数はいかほど

か」「床面積が大きく増えているが、雪対策はど

うなのか。豪雪地帯での平屋建てはいかがなもの

か」「維持費が３５００万円というのはかなり大

きいが、その他に雪おろしの費用もかかるのでは

ないか」「あまりにも利用者の意見を聞きすぎで

はないか」といった声が出されました。 

 また、この間進められている総合事務所の産業

建設グループの集約の問題では、「災害の際には

職員は休みなしになり、負担が大きく心配だ」

「職員が減らされ、臨時職員ばかりになって、適

切な対応ができていない。特に休日の対応はお粗

末だ。もっとていねいな対応をすべきだ」「総合

事務所の管理が、地元のNPOから他区の業者にか

わったとたん、災害の通報ができないなどの支障

が生じている。改善すべきだ」といった切実な意

見が出されました。 

 


